












果的な学習活動のひとつである｡ 平成10年改訂中学校学習指導要領第 2章第 8節技術 ･家庭
では,各分野の指導について, ｢実践的 ･体験的活動を中心 とすること｣ 2)が示されてい
る｡また,平成11年改訂高等学校学習指導要領第 2章第9節家庭では, ｢｢家庭基礎｣, ｢家
庭総合｣および ｢生活技術｣の各科目に配当する総授業時数のうち,原則として10分の5以
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全授業では,まず,材料,分量,調理手Jl臥 用いる食品の調理上の性質,廃棄率などに
ついて説明 した｡次に,学生にあらか じめ配布 してある個人カー ドに各自目標を記入させ
た｡ 目標の記入後,実習を行い,試食後,個人カー ドに目標に対する反省を記入させ,反










分析には,学生が記入 した事前アンケー ト,個人カー ド,反省プリント及び事後アンケー
トを使用 した｡
まず,個人カー ド及び反省プリントか ら設定された目標及び反省項目を抽出した｡
設定目標は,表 1に示す8項目に分類 した｡表記 された具体的内容は,表 1の右側に示
す｡
表 1 設定目標の分類
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次に,設定 目標を個人的か協力的かという視点 と,具体的か包括的かという視点で分類
を行 った｡
事後ア ンケー トの質問項 目である ｢毎回,調理実習の 目標 と反省を書 きま したが,これ
は,あなたにとって役立 ちま したか｡それはどんな点ですか｡簡単に答えて下 さい｡｣の
回答を もとに目標設定 と反省記入の効果を検討 した｡
3.括果及び考察
3- 1 対象者の実態
事前ア ンケー トの調査内容は,一緒に住む家族員数,食事作 りの主な担当者, どの食事
を作 るか,いつ作るか,食事の準備か ら後片づけまでの一連の作業である材料洗い,材料
切 り,材料の加熱,料理の盛 りつけ,食卓の準備や片 づ け,食器洗い,食器ふき,食器の
片づけについてである｡結果を表 2に示す｡
表 2.事前 アンケー トの調査結果
質 問 項 目 回 答
1.-緒に住む家族員数 1名-4人 2名-2人 3名-2人4 9 5 4 6 .3
2.食事の主な担当者 母-15人 本人-5人本人または母 2人 父-1人下宿のおばさん-1人
3.食事の為の買い物をしますかo はい-3人 ときどき-.18人 いいえ-3人
4.食事の準備をする前に手を洗いますかo はい-20人 ときどき.-3人 いいえ-.1人
5.料理を作りますかo はい-.6人 ときとき-14人 いいえ-4人
5-1.次のどの食事を作りますかo 朝食-3人 夕食-19人 弁当-.1人
※ ｢はい｣ ｢ときどき｣と答えた21人 3食-0人 昼食-1人
が複数回答○
5-2.いつ作りますかo 毎日-5人 休日-1人気がむいた時-.11人 当番の日-0人その他-3人(母親の帰宅が遅い時o母の仕事の都合で)
5-3.次の作業を担当しますか○ は い(人) ときどき(人) いいえ(人)
7.材料洗いをする 16 4 0
ィ.材料切りをする 16 4 0
ウ.材料の加熱をする 17 3 0
6.できあがった料理を盛りつけますかo 13 6 5
7.食卓の準備をしますかo 17 7 0
8.食卓の食器を台所まで,持っていきますかo 22 2 0
9.食器を洗いますかO 15 9 0
10.食器をふきますかo 10 8 6
rlで






また,食事作 りでは,主に夕食作 りに参加 しており,決められた日に作るというよりも
気がむいた時に作ったり,母親が仕事の都合で帰宅時間が遅い場合に作るようである｡
食事作 りの一連の作業をすべて行 っている学生は4人で,ほとんど行 っていない学生は
3人である｡ 作業をすべて行っている学生は,自宅外学生 1人,夕食を毎 日作る2人,母
親が夜勤の時,食事を作るが 1人である｡作業の中で最 も行 っていることは,食事後,負
卓の食器を台所まで持 っていく作業で91.7%であり,次に,材料の加熱,食卓の準備で70.
8%となっている｡
よって, 5名の自宅外学生は,必然的に食事作 りを行 っているが,それ以外の学生は,
自分から率先 して食事作 りを行 うというよりも,食事の準備と後片づ けという補助的な作
業を行 っている程度である｡
3-2 個人の目標
各学生の項 目別設定目標数,達成数及び達成率を表 3に示す｡表中のa～hは,表 1の
項 目に示すとおりである｡
各学生は,ll-19佃の目標を記述 しており,項目別にいうと, f.自分自身の行動に関す
ることが102個と最 も多 く, a.調理技術に関することが61個,d.調理知識に関すること
が44佃であった｡
設定目標は.12個,13個及び14個記述 している学生が4人ずつであり,13人の学生が, f.
自分自身の行動に関することを他の項 目より多 くあげている｡設定目標の項 目としては,
3-7種類あげており,6種類あげている学生が9人と最 も多い｡No.11とNo.16の学生は,
項 目が 7種類にわたっており,いろいろな角度から目標を設定 していることがわかる｡







違いがあらわれたと考えられる｡ 目標の捉え方は,実習ノー トの課題に対する取 り組み方
にも現れている｡ いろいろな角度から目標を設定 しているのはNo.ll,16の学生である｡ 1
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学生No. a b c d e f g h 合計 達成数 達成率
1 011 2 1 6 1 0 12 5 41.7%
2 000 1 1 7 2 0 ll 9 81.8%
3 3 01 1 1 2 4 0 12 9 75.0%
4 3 1 1 4 2 3 00 14 9 64.3%
5 0 2 1 2 2 5 1 0 13 7 53.8%
6 3 4 1 3 0 2 5 0 18 14 77.8%
7 4 0 1 01 6 00 12 8 66.7%
8 7 00 1 3 1 2 0 14 ll 78.6%
9 4 011 1 5 2 0 14 10 71.4%
10 6 1 2 0001 1 ll 4 36.4%
ll 3 1 1 2 1 2 0 1 ll 9 81.8%
12 0 2 3 00 6 0 2 13 6 46.2%
13 1 0 2 5 0 5 2 0 15 7 46.7%
14 1 1 1 1 0 6 4 0 14 10 71.4%
16 5 3 1 10 1 11 13 4 30.8%
17 0 4 4 1 1 6 3 0 19 10 52.6%
18 -4 00 4 1 7 2 0 18 9 50.0%
19 3 2 2 00 3 0 1 ll 7 63.6%
20 3 0 1 4 0 6 10 15 5 33.3%
21 0 3 2 3 1 3 10 13 9 69.2%
22 000 2 3 10 00 15 13 86.7%
23 5 10 6 0 1 5 0 18 10 55.6%
24 3 0100 4 4 0 12 7 58.3%
合計 61 28 28 44 19 102 41 6 329
ーJ一丁
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達成 した目標の項 目に着 目すると,設定目標の達成率は,b.味に関することか78.6%,
e.時間的なことが73.7%, C. 盛 りつけ ･配膳に関することが70.0%と高い｡
料理のできばえが味つけや盛 りつけと大きく関わっていること,配膳は食事のマナーと
して押 さえるべきポイン トであること,時間内に仕上げることなどが, グループ学習であ
る調理実習を行 う際に,最 も重要な目標であると考えていることがわか った｡
学生が達成 した目標の項 目数は, 2-6種類で, 3種類と5種類達成 している学生が 7
人ずつとなっている｡No.4,6,11及び17の4人の学生は6種類あげている｡
No.2,11及びNo.22の学生は,達成率が80%以上である｡ この3人のうち,No.11の学生は,
調理.技術 (a),知識 (d),咲 (b),配膳 ･盛 りつけ (C) ,時間 (e),自分の行
動 (f)に関 して,達成することができているが,他の 2人は,自分の行動 (f)と時間
(e)に関することが主に達成 した目標であり,調理技術 (a),咲 (d),盛 りつけ ･
配膳 (C)に関することには,ほとんど目が向けられていない｡ このことより,達成率が
高い3人の学生たちには,調理実習中,自分自身が設定 した目標を意識 して行動 し評価 し
てお り, 目標を設定する意義の捉え方や目標に対する認識が高い学生であるといえる｡ 調
理全般を見渡せる学生 と自分の行動に関することのみにとらわれる学生がいることが明 ら
かとなった｡
No.10,16,20の学生は,達成率が30%代である｡ 設定 目標数 と達成 目標数が一致 した目
標は 1種類のみである｡また,いずれも設定 目標の項 目数より,達成 目標の項 目数が減少
している｡ 特に,No.16の場合,設定 目標の項 目数は7種類であったが,達成 目標の項 目数
は3種類なっている｡実習を行 っているうちに目標を忘れて しまったか,他の人に自分が
やろうとしていた作業を先にされて しまったか,達成できた目標のため.反省の対象とな
らないなどの理由が考え られるが,自分が設定 した目標を,自分を評価 したり,反省する
時に用いる対象 してとらえていないことがわかる｡
一万, 8項 目の設定 目標を個人的か協力的かという視点,具体的か包括的かという視点
で分類 したものの関わ りを知るために散布図を作成 した｡それを図 1及び2に示す｡
これ らの相関係数をみた場合,図 1の個人的目標 と具体的な目標の数の間には比較的強
い相関があり (r-0.53),個人的目標はすべての学生が7個以上あげている｡ また,図 2
の協力的目標と包括的目標の数の間にも比較的強い相関があり (r-0.50),協力的目標は,







ところで,前述 したように ｢生きる力｣は, ｢自ら学び自ら考える力｣である｡ この力
を身 につけるには,調理実習の中で,自ら課簿をみつけ,学ぶ ことを決め,意識的,主体
的に実習に取 り組むことができることが重要である｡ このことをみたす 目標 とは,個人的
で,より具体的であると考える｡
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の中から,具体的目標数の多い者を抽出 し,さらに,協力的目標が多い者を抽出 し,最 も
高次な目標の立て方をしていると考えられる者を抽出 した｡その結果を表 4に示す｡
表 4. ｢生きる力｣をめざす目標の設定数
学生番号 個人的目標 協力的目標 具体的目標 包括的目標
23 13 5 12 6
6 13 5 ll 7
17 15 4 9 10
18 15 3 8 10
4 12 2 9 5
13 13 2 8 7
21 ll 2 8 5
16 12 1 ll 2
20 14 1 8 7
19 ll 0 8 3
この結果より,No.23,N0.6の学生が高度な目標設定を しており,設定 目標のみに着眼 し




班ごとにまとめ, レーダーチャー トを作成 した｡その代表的なものを図 3及び4に示す.
図3は,A-1班のレーダーチャー トである｡A-1班は,各班員がばらばらで関係を持
たない状態を示 している｡ 図4は,A-2班のレーダーチャー トである｡ この班では,No.
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個人的 目標及び具体的 目標の数が多いということは, 自分 自身 に具体的な課題を もち,
調理実習を取 り組んでいると考え られることか ら, ｢自ら学ぶ｣ ことができる可能性が高
い人達だと考え られる. また,協力的 目標が多いことか ら,その班において, リーダー的
存在であったのではないかと推察 される｡ リーダー的存在 としては,行動が他の班員より
機敏で他の班員に影響を与える場合 と指示を与えることによって他の班員を動かす ことが
できる場合が考え られるが,この点については,作業 との関わ りのなかでより明確になる
ものと考える｡今後の課題 に したい｡
3-4 目標 を設定することの効果
事後アンケー トにおいて, 目標や反省を行 うことの効果について,表 5に示す｡
表 5.個人カー ド･反省プ リン トの効果
理 由 人数 %
次回に生かすことができる 10 31.3
実習中,意識的に行動する 9 28.1










学習活動の 1つであり,中学校では, ｢実践的 ･体験的な学習活動を中心とし｣と示され,
実習は,中心的活動形態である｡ また,高等学校では, ｢｢家庭基礎｣, ｢家庭縫合｣及
び ｢生活技術｣の各科 目に配当する総授業時数のうち,原則 として10分の 5以上を実験 ･実
習に配当すること｣ 3) と示されており,実習は,家庭科の中心的な学習活動であり,多 く
の時間が実習 に費やされる｡
実習のなかで も調理実習は,グループ学習のため,特 に個人の活動か見えに くく,他の
班員の考えや行動が個人に影響を与えやす く,実習中に学習者が学びたいと思 っているこ
とができないこと, 1つの作業を複数でやる場合があること,ひとりで 1つの作業工程を
や り通す ことが難 しいこと,また,実習回数を重ねるごとに,地内で作業分担が決まるこ
となどの問題がある. 一方,教師にとっては,学習者 ひとりひとりの活動を把握 し,学習
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また, 1つの ものを作 り上げる喜びや達成感 も味わうことができず,興味 ･関心や意欲 も
な くなって しまうこととなるのではないだろうか｡
学習の中で, ｢個の学び｣があるものとするには,学習者 ひとりひとりに十分な動機づ
けが必要であ り, この役割を果たすのか ｢目標｣だと考える｡
これまでの教育では,教師が設定 したその時間の教育 目標が,学習者にとっての学習 目
標であ り,この目標は,教師側か ら ｢本時のめあて｣として提示 され,学習者は,それを
手かか りに学習をすすめている｡ しか し,教師の考える目標が学習者の求める目標 と同 じ
ものになるとは限らない｡例えば,教師は,その時間は調理技術を身に付けて欲 しいと思 っ
ていて も,学習者には,ただ漠然 と ｢頑張る｣と目標を設定する者 もいれば, ｢班全体で
協力する｣とする者 もいるのである｡ この教師と学習者の目標の違いをどう受け止めれば
いいのだろうか｡また,学習者は目標を設定できても,目標を意識せずに学習活動を行い,
目標 とは違 った視点で自己評価を行 うことは,その時間において, ｢佃の学び｣があった
とは言い難い｡
さらに,自分の目標ばか りを意識 して,その他のことに目を向けることができないこと







る｡班の構成員 と学習者の活動の関係については, ｢消極的な子 どもの学習参加度は,潤
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参加する程度で食事後,食卓の食器を台所まで持 ってい く作業に92.0%,材料の加熱,
食卓の準備に72.0%と補助的な作業を行 っている｡ しか し,調理実習における設定 目標
か ら,個人的な目標が,具体的な目標を多 くあげることができる集団であることが明
らかとな り, これより,調理実習において課題意識を もち,主体的に行動 し,知識や
技術を獲得す ることが可能な集団だといえる｡
2) 8つの設定 目標を個人的か協力的か,具体的か包括的か とい う視点で分類 した場合,
個人的目標数 と具体的 目標数及び協力的 目標数 と包括的 目標数の間には比較的強い相
関があることが明 らかになった｡また,協力的目標より個人的目標を多 くあげており,
有意差かみ とめ られた｡ (t-15.48,df-44, pく0.01)
3) 目標や反省を行 うことの有用性 について,92.0%の学生が有用であったと答え,その理
由は, ｢次回に生かす ことができる｣30.3%, ｢調理実習中,意識的に行動することが
できる｣27.3%, ｢調理実習を振 り返 る｣18.2%, ｢目標がやりがいとなる｣12.1%で
あ った｡
以上まとめると,教師は,個 々の学生の学びを援助するために,課題意識の レベルを確
認 しつつ,具体的 目標 と包括的目標,個人的 目標 と協力的 目標 とい う多様な目標を持たせ
るような工夫が必要 と思われる｡ また,協力的 目標 より個人的 目標の方が設定 しやすいと
いう今回の結果 より,協力的 目標を設定す る方向-の酉己唐 も必要であろう｡第 2報では,
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